
　梅雨の季節です。それでも晴れ間の陽ざしは、乾いた夏を

感じるようになりました。

　地上の生命活動を根幹で支えるのは植物たちで、その花は、

曇った日には花弁を閉じたまま開きません。

　太陽が上ると、コスモスやヒマワリなどの花は陽に向かっ

て大きく花弁を開きます。これを植物の向日性といいます。

　不思議なのは、なぜ花はいつも太陽を見ているのだろう？

　太陽の放つ恵み（光のエネルギー）を受けているというのが

植物学の定説なんですが、もしかすると太陽から恵みを受けて

いるだけでなく、その反対に、私たちの知らないエネルギーを

太陽に与えているのではないだろうか？と思うことがあります。

　植物がいつも太陽に向かって花を咲かせるように、私たちも

明るい未来に向かって人生の花を咲かせましょう。
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TEL 0567-67-7202

電話での相談に２４時間対応します。
通院中の方（処方日数内）で、体調に
変化があり相談したい場合は、いつ
でもお電話下さい。

時間外診察

来院前に必ずお電話下さい。
待ち時間が少なく診察できるように
致します。

発熱 ・ 下痢の時

事前予約にて受付していますので必
ずお電話下さい。

予防接種

TEL 0567-67-7202

診療時間

休診日 土曜日午後・日・祝

午前 9：00～ 12：00

【在宅医療】
【もの忘れ外来】

午後1：00～3：00
午後2：00～4：30

【精神科】

毎週 水・金

要予約

毎月 第1・3・５金
必ず事前にお問合せください

午後 4：00～   7：00

広報部より

【診療科目】

生活習慣病などの慢性疾患の管理。
発熱・頭痛・腹痛など体の不調への対応を通して、
健康寿命の延長を目指します。

■ 内科  ■ 小児科  ■ 内分泌科  ■ 循環器内科

■ 在宅医療  ■ 予防接種  ■ 物忘れ外来  ■ 精神科

【主な検査】

【協力医療機関】

■ レントゲン検査  ■ 超音波（エコー）検査

■ 心電図、24 時間心電図

■ 院内血液検査（血球検査 CRP など）

■ 動脈硬化（脈波）検査

■ 呼吸機能検査  　■ 血液ガス分析

■ 海南病院

【おもな紹介先病院】
入院治療や精密検査が必要な場合、病院へ紹介いたします。

入院・専門医受診の必要性の判断は、院内検査などで
当日行います

■ 海南病院　■ 名古屋大学医学部付属病院

■ 名古屋第一赤十字病院　■ 名古屋市立大学病院

新生児の予防接種から在宅看取りまで新生児の予防接種から在宅看取りまで

特別養護老人ホーム
短期入所（空床利用型） 〒498-0004　愛知県弥富市又八 2-128-1 TEL 〈0567〉67-7201

FAX 〈0567〉67-7203

あいち診療所 〒498-0004　愛知県弥富市又八 2-127-2 TEL 〈0567〉67-7202
FAX 〈0567〉69-7202

訪問看護ステーション

訪問看護ステーション

〒498-0006　愛知県弥富市佐古木 7-33-2
 リバーサイド加賀 102 号

TEL 〈0567〉67-7204
FAX 〈0567〉69-7203

いもーれ奄美 〒894-1531 　鹿児島県大島郡瀬戸内町
 大字手安字瀬戸田原 809-2

TEL 〈0997〉76-3770
FAX 〈0997〉76-3771 
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新連載
特養４階フロアからのお知らせ

食中毒予防①読む栄養

いよいよ夏本番になり暑さが厳しくなっていきます。
これからの季節には食中毒が多く発生し、ふだんあたりまえに食
べている家庭料理から思わぬことで食中毒になり重症化になるこ
ともあります。
食中毒予防の３原則は食中毒菌を、①「つけない」②「増やさない」、
③「やっつける」です。

①手洗い、器具の洗浄・消毒はしっかりと行い、タオル・フキンは清潔な物に取り
換えましょう。肉や魚は買い物時にはビニール袋にいれて汁が野菜などに触れない
ようにします。

②買い物した食材は保冷バックや保冷剤（氷）と一緒に入れて素早くお家の冷蔵庫
へ。調理した食べ物はすぐに食べ、余った食材は冷蔵庫に。時間が経った、怪しい
と思う食べ物は思い切って捨ててください。

③野菜はよく洗い、調理ではしっかり加熱してください。レンジ加熱はむらなくしっ
かり行い、温め直しもしっかりと加熱しましょう。
暑い夏、食中毒になっては大変です。安全で栄養のある食事をしっかり食べて夏バ
テにならないように過ごしていきましょう。

皆さまこんにちは。
介護の仕事を始めてから随分と年数がたちます。
それでも皆さまが、日々を快適に過ごすことができるよう、
毎日心がけて取り組んでいます。
至らないところがあれば改めますので、ご遠慮なくご指摘く
ださい。これからもよろしくお願いいたします。
北川　睦子

管理栄養士
谷口 英司

管理栄養士
谷口 英司

管理栄養士
谷口 英司

あいち診療所おふくろ
医師　野村　秀樹

皆さんはじめまして。
　あいち診療所おふくろの物忘れ担当医師の野村と申します。
　認知症の方々は、現在日本全体で 443 万人程度、65 歳以上の年
齢と共に増加して、90 歳以上では半分以上が認知症と言われてい
ます。
　残念ながら認知症の予防や治療について劇的な効果がある方法は
ないのが現状です。つまり多くの高齢者がそれを抱えながら生活す

るありふれた病気となりました。
　一方で認知症は周囲の環境や対応の仕方によって生活しやすくなったり大変になっ
たりする病気でもあります。
　この先１年間かけて認知症の予防・治療のみでなく認知症の人とのかかわり方など
もお伝えしたいと思います。
　また、こういうことが知りたい等のご要望があればお寄せください。

認知症コラム 第１回

認知症について 職場体験職場体験 令和６年５月２８日～３０日令和６年５月２８日～３０日

七夕七夕

いよいよ夏本番になり暑さが厳しくなっていきます。
これからの季節には食中毒が多く発生し、ふだんあたりまえに食
べている家庭料理から思わぬことで食中毒になり重症化になるこ
ともあります。
食中毒予防の３原則は食中毒菌を、①「つけない」②「増やさない」、
③「やっつける」です。

①手洗い、器具の洗浄・消毒はしっかりと行い、タオル・フキンは清潔な物に取り
換えましょう。肉や魚は買い物時にはビニール袋にいれて汁が野菜などに触れない
ようにします。

②買い物した食材は保冷バックや保冷剤（氷）と一緒に入れて素早くお家の冷蔵庫
へ。調理した食べ物はすぐに食べ、余った食材は冷蔵庫に。時間が経った、怪しい
と思う食べ物は思い切って捨ててください。

③野菜はよく洗い、調理ではしっかり加熱してください。レンジ加熱はむらなくしっ
かり行い、温め直しもしっかりと加熱しましょう。
暑い夏、食中毒になっては大変です。安全で栄養のある食事をしっかり食べて夏バ
テにならないように過ごしていきましょう。

4 階フロアの職員紹介

レトリバーとふれ合って笑顔になっていただいています。

弥富北中学校の生徒さん４名が、おふくろの家に職場体験に来られました。

今年も七夕の季節がきました。梅雨が終わるともう夏ですね。
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認知症コラム 第１回


